
２０１３年２月１日                 ノイエスだより 

ノ
イ
エ
ス
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よ
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
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電
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蝋
梅
の
香
り
は
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

草
花
の
寂
し
い
こ
の
時
期
に
可
憐
で
甘
い
香
り
は
蝋
梅
の
花
言
葉
「
慈
愛
」
そ
の

も
の
の
よ
う
に
心
に
安
ら
ぎ
を
あ
た
え
て
く
れ
、
帰
宅
し
た
玄
関
で
優
し
く
迎
え

て
く
れ
ま
す
。 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
新
年
を
迎
え
、
多
く
の
作
家
の
方
々
や
鑑
賞
者

の
皆
様
が
来
廊
さ
れ
賑
や
か
な
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

ノ
イ
エ
ス
で
の
初
個
展
の
作
家
七
名
の
新
作
も
楽
し
み
で
す
し
、
初
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
作
家
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
展
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

き
っ
と
作
品
を
拝
見
し
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
出
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

先
日
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
一
時
間
半
ほ
ど
の
散
歩
に
出
か
け
ま
し
た
。 

行
き
先
は
、
上
野
国
分
寺
跡
で
す
。
広
大
に
広
が
る
畑
の
中
の
農
道
を
歩
く
の
で

す
が
「
国
府
白
菜
」
の
枯
れ
た
葉
が
道
の
両
側
に
あ
り
、
歩
く
た
び
に
カ
サ
カ
サ

と
音
を
た
て
心
も
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
す
。
友
人
に
は
「
町
の
子
だ
ね
え
」
な
ど

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
遠
く
赤
城
、
榛
名
、
妙
義
の
山
々
が
美
し
く
見
え
、
実
に

楽
し
い
時
間
で
し
た
。
上
野
国
分
寺
跡
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
十
三
年
（
七
四
一

年
）
に
聖
武
天
皇
が
国
ご
と
に
僧
寺
と
尼
寺
を
造
る
こ
と
を
命
じ
、
こ
れ
が
国
分

寺
で
後
に
僧
寺
が
「
国
分
寺
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

今
か
ら
一
二
七
十
年
以
上
も
昔
の
こ
と
で
す
。
高
崎
市
東
国
分
町
と
前
橋
市
と
の

境
に
位
置
し
て
い
て
、
現
在
で
は
塔
（
六
十
㍍
以
上
の
七
重
塔
）
や
金
堂
の
基
壇

が
復
元
さ
れ
、
塔
の
基
壇
に
は
十
七
個
の
礎
石
が
並
ん
で
い
ま
す
。
実
際
に
そ
の

塔
や
金
堂
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
想
像
し
た
だ
け
で
ロ
マ
ン
が
広
が
り
ま

す
。
礎
石
に
耳
を
あ
て
、
昔
の
人
々
の
足
音
を
感
じ
ま
し
た
。 

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
「
上
野
国
分
寺
館
」
は
入
館
無
料
で
二
十
分
の
一
の
七
重
塔
の

模
型
や
国
分
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
瓦
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り
、
係
の
方
が
親
切
に

説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
開
館
時
間
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
、
休
館

日
も
あ
り
ま
す
の
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
「
上
野
国
分
寺
館
」
電
話
（
０
２
７
・
３

７
２
・
６
７
６
７
）
で
確
認
し
て
か
ら
出
か
け
て
み
て
下
さ
い
。 

今
は
、
復
元
さ
れ
た
築
垣
も
見
ら
れ
ま
す
。
創
建
当
時
の
工
法
と
同
じ
く
、
棒
で

つ
き
固
め
た
土
を
積
み
上
げ
る
版
築
で
造
っ
た
そ
う
で
す
。 

と
に
か
く
、
群
馬
に
は
す
ば
ら
し
い
財
産
が
あ
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

「
空
っ
風
」
に
背
中
を
押
さ
れ
て
帰
宅
し
て
再
び
蝋
梅
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

人
の
幸
せ
と
い
う
も
の
は
、
個
人
個
人
で
違
う
も
の
で
す
が
、
誰
に
で
も
こ
ん
な

経
験
は
温
か
い
も
の
を
心
に
残
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

（
武
藤
） 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
の
ご
案
内
〉 

 

小
熊
律
子
と
そ
の
仲
間
た
ち 

 

小
池
千
恵
子
・
中
林
三
恵
・
中
村
美
子 

 

会
期 

 

二
月
九
日
（
土
）
～
十
七
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

会
場 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
ス
ペ
ー
ス
１
・
２ 

 

岩
手
県
盛
岡
市
に
住
む
小
熊
律
子
さ
ん
と
友
人
の
中
村
美
子
さ
ん
、

そ
し
て
前
橋
の
小
池
千
恵
子
さ
ん
、
中
林
三
恵
さ
ん
の
展
覧
会
。 

小
熊
律
子
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
の
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
と
は
、「
家
庭
で
紡
が
れ
た
」
と
い
う
意
味
で
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
羊
毛
農
家
が
残
り
物
の
羊
毛
を
自
家
用
に
紡
ぎ
織
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

岩
手
で
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
国
が
官
服
や
軍
服
用
の
毛
織
物
の

需
要
が
多
く
な
っ
て
か
ら
イ
ギ
リ
ス
宣
教
師
の
製
織
法
の
指
導
を
え

て
羊
毛
を
糸
に
し
て
ニ
ッ
ト
や
織
物
に
し
て
き
ま
し
た
。
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
風
土
と
似
て
い
る
岩
手
県
に
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る

そ
う
で
す
。
小
熊
さ
ん
は
、
現
在
、
岩
手
大
学
の
芸
術
過
程
（
美
術
）

コ
ー
ス
非
常
勤
講
師
と
し
て
染
織
室
で
指
導
の
傍
ら
、
服
地
、
マ
フ

ラ
ー
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、
羊
毛
や
手
績
み
麻
を
使
っ
た
タ
ピ
ス
ト
リ

ー
を
制
作
し
て
い
ま
す
。 

小
池
千
恵
子
さ
ん
は
絵
画
作
品
や
創
作
バ
ッ
グ
な
ど
、
中
林
三
恵
さ

ん
は
版
画
作
品
、
中
村
美
子
さ
ん
は
イ
コ
ン
や
石
に
描
い
た
作
品
を

展
示
販
売
し
ま
す
。 

  

和
久
井
英
明
油
彩
画
展 

―
森
を
描
く
― 

 

会
期 

 

二
月
二
十
三
日
（
土
）
～
三
月
三
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

会
場 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
ス
ペ
ー
ス
１
・
２ 

 

ノ
イ
エ
ス
で
二
年
ぶ
り
の
個
展
で
す
。 

北
軽
井
沢
で
制
作
を
続
け
て
い
る
和
久
井
英
明
氏
の
森
を
テ
ー
マ
に

し
た
近
作
の
数
々
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

会
期
中
、
作
家
は
在
廊
し
て
い
ま
す
。 

 

ノ
イ
エ
ス
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
り
ス
ペ
ー

ス
２
の
一
部
（
今
ま
で
事
務
所
と
し
て
い
た
部
分
）
を
二
月
中
旬
よ

り
ノ
イ
エ
ス
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。 

ノ
イ
エ
ス
で
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
を
さ
れ
た
作
家
の
小
品
作
品
や
朝

日
印
刷
で
自
費
出
版
さ
れ
た
方
々
の
著
作
を
展
示
販
売
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
隣
の
Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．
Ａ
（
デ
ィ
ッ
プ
ス
・
ア
サ
ヒ
）
で
小
部
数

か
ら
印
刷
の
出
来
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
の
ご
案
内
も
い
た
し
ま
す
。 

Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．
Ａ
で
は
、
輸
入
文
具
や
世
界
に
誇
る
日
本
製
ノ
ー
ト
、

ま
た
一
枚
か
ら
購
入
出
来
る
特
殊
紙
五
十
種
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ノ
イ
エ
ス
と
デ
ィ
ッ
プ
ス
へ
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。
き
っ
と
新
し
い
出
あ
い
が
あ
り
ま
す
。 

（
Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．
Ａ
は
、
日
曜
及
び
祭
日
は
お
休
み
で
す
。
） 

Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．
Ａ
の
電
話 

０
２
７
・
２
５
４
・
１
２
１
２ 

  

生
誕
一
三
〇
年
・
没
後
五
十
年
記
念 

企
画
展 

探
検
家 

矢
島
保
治
郎
展 

 

昨
年
十
一
月
に
ノ
イ
エ
ス
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
生
誕
一
三
〇
年

記
念 

上
州
の
探
検
家
・
矢
島
保
治
郎
」
小
松
健
一
作
品
展
の
矢
島

保
治
郎
の
生
誕
の
地
、
伊
勢
崎
市
で
展
覧
会
と
講
演
会
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
下

さ
い
。
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
ノ
イ
エ
ス
に
あ
り
ま
す
） 

 

期
間 

 

三
月
二
日
（
土
）
～
二
十
四
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

 
 
 
 

休
館
日 

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日 

 

会
場 

 

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館
（
入
館
無
料
） 

 
 
 
 

電
話 

０
２
７
０
・
６
３
・
０
０
３
０ 

 

講
演
会 

小
松
健
一
「
絆 

郷
土
と
矢
島
保
治
郎
を
つ
な
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
国
～
チ
ベ
ッ
ト
紀
行
」 

三
月
二
日
（
土
）
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分 

 
 
 
 

会
場 

赤
堀
支
所
２
階
け
や
き
ホ
ー
ル
（
無
料
） 

 
 
 
 

申
込
み
開
始
日 

二
月
二
十
三
日
（
土
）
～ 

 
 
 
 

資
料
館
へ
電
話
予
約
（
定
員
一
三
〇
名
） 


